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第１章  調査の概要 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

- 3 - 

１ 調査目的 

本調査は，「京都市民長寿すこやかプラン」策定の基礎資料とするため，介護サービスの

利用状況及び今後の利用意向等を把握するとともに，介護保険制度及び高齢者保健福祉施

策に係る市民の意向を調査するため３年ごとに実施しているものです。 

このうち，高齢者を対象とする調査では,日常生活圏域※1ごとの課題や必要となるサービ

ス等を把握するため,今回から国が示す「日常生活圏域ニーズ調査」の項目を取り入れ,調

査・集計を行っています。 

※１ 本市では複数の元学区を束ねた地域として，概ね中学校区数となる７６圏域を設定 

 

 

２ 調査の種別と調査対象 

種 別 調査対象 

Ａ 高齢者調査 

高齢者一般 

調査 

○要介護（要支援）認定を受けていない65歳以上の方

8,924人 

○平成25年11月1日現在の住民基本台帳から無作為抽出

居宅サービス 

利用者調査 

○介護保険の居宅サービスを利用している方 

7,466人 

○平成25年11月1日現在の給付実績データから, 平成

25年8月に利用実績のある方を無作為抽出 

居宅サービス 

未利用者調査 

○要介護（要支援）認定を受けているが，介護保険の

居宅サービスを利用していない方 3,807人 

○平成25年11月1日現在の要支援・要介護認定者データ

と給付実績データを突合し, 平成25年6月～8月に利

用実績のない方を無作為抽出 

Ｂ 若年者調査 
○40歳以上65歳未満の方 1,200人 

○平成25年11月1日現在の住民基本台帳から無作為抽出

Ｃ 介護サービス事業者調査※2 
○京都市内でサービスを提供する介護サービス事業者

1,709事業者（全数） 

 

※２ Ｃの調査は京都市内における介護保険サービスを提供している事業者のうち，平成

25年9月の給付実績のある事業者を対象としています。また，居宅療養管理指導に

ついては対象外としています。 

 

 

３ 調査期間 

平成25年12月16日～平成26年1月11日（介護サービス事業者調査は1月17日まで延長） 
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４ 調査方法 

種 別 調査対象 

Ａ 高齢者調査 郵送配布・郵送回収 

Ｂ 若年者調査 郵送配布・郵送回収 

Ｃ 介護サービス事業者調査 

ＷＥＢ調査（市ホームページ上の調査専用回答画面へ

の入力による回答）,及び希望した事業者については,

郵送配布・郵送回収 

 

 

５ 回収結果 

種別 配付枚数 有効回収数 有効回収率 

Ａ 高齢者調査 

高齢者一般調査 8,924 4,445 49.8％

居宅サービス利

用者調査 

7,466 2,897 38.8％

居宅サービス未

利用者調査 

3,807 1,501 39.4％

小計 
20,197 8,843 43.8％

Ｂ 若年者調査 1,200 403 33.6％

Ｃ 介護サービス事業者調査 1,709 1,251 73.2％

 

 

６ 中間取りまとめ（速報値）の見方 

(１)集計結果は，すべて小数点以下第２位を四捨五入しており，比率の合計が100.0％になら

ないことがあります。 

(２)図表中のＮ数は，その設問に対する回答者数（Ｎumber of case）を表します。 

(３) 設問には，回答選択肢の中からあてはまるものを１つだけ選択する設問と，複数選択す

る設問とがあります。図表中に次のような表示がある場合は，複数回答を依頼した質問

です。なお,単一回答を求めた設問にもかかわらず,２つ以上の回答が多い設問について

は,複数回答として集計を行っています。 

 ・ＭＡ％（Multiple Answer）＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合 

 ・３ＬＡ％（3 Limited Answer）＝回答選択肢の中からあてはまるものを３つ以内で選択

する場合 

 ・５ＬＡ％（5 Limited Answer）＝回答選択肢の中からあてはまるものを５つ以内で選択

する場合 

  複数回答を依頼した質問では，集計結果の合計がＮ数を超える場合があります。 



 

- 5 - 

（４）Ａ高齢者調査及びＢ若年者調査の集計結果については，高齢者人口の年齢構成等を反

映させるため，回収数に応じたウエイト値を求め, 回答比率及び回答件数に反映させて

います。集計後のＮ数と各選択肢の回答件数の合計は，集計の際に処理する小数点以下

を四捨五入した結果，一致しない場合があります。 

（５）設問によっては，回答の対象者が絞られ，Ｎ数が少なくなる場合があります。この場

合，少数意見の占める割合が大きくなる場合があり，調査結果として活用する際には留

意が必要です。（該当する設問には「※」を記しています。） 

 

 

７ リスク評価について 

●今回の調査では，第６期介護保険事業計画の策定にあたり，地域の高齢者の課題や必要

なサービス等をより的確に把握するため，国より示された「日常生活圏域ニーズ調査票」

の調査項目を取り入れています。 

●国が示す「日常生活圏域ニーズ調査票」では，介護予防事業の「基本チェックリスト」

や，「日常生活動作能力（ＡＤＬ）」などの指標の判定に関する調査項目が設定されてい

ます。 

●本報告書の「リスク評価結果」では,これらの調査項目を使用し,各指標の判定を行って

います。 

 

１）生活機能の評価について 

生活機能が低下している人（介護予防事業対象者）の状況を把握します。 

・介護予防事業に使用されている「基本チェックリスト」※3 に関する調査項目により，生

活機能の状況について把握することができます。 

・「基本チェックリスト」に関する項目では，①運動器の機能，②閉じこもり予防，③栄養，

④口腔機能，⑤認知症予防，⑥うつ予防，⑦虚弱などの機能の低下リスクがあるかを判

定します。 

・また，「基本チェックリスト」による評価項目に加えて，「転倒リスク」及び，「認知機能

の障害程度」の評価を行っています。 

※３ 基本チェックリスト 

介護予防事業において，「要介護状態等となるおそれの高い状態にあると認められる

高齢者を早期に発見し，早期に対応すること」を二次予防事業とよびます。この二次

予防事業の対象者を把握するために，日常生活で必要となる機能（「日常生活機能」）

の確認を行いますが，その際に「基本チェックリスト」が使われます。「基本チェック

リスト」は，運動器の機能や栄養状態に関することなど 25 項目の質問で構成されてい

ます。 
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２）日常生活の評価について 

活動的な日常生活をおくるための能力（手段的日常生活動作：ＩＡＤＬ※4）が低下し

ている人，また，基本的な動作に関する能力（日常生活動作能力：ＡＤＬ※5）が低下し

ている人の状況を把握します。 

※４ 食事，排泄，更衣，整容，入浴など日常生活を送るために必要な基本動作のこ

とを「日常生活動作能力（Activity of Daily Living：ＡＤＬ）」といいます。 

※５ ＡＤＬの次の段階として，買物，洗濯，電話，薬の管理など活動的な日常生活

を送るための動作のことを，「手段的日常生活動作（Instrument Activity of 

Daily Living：ＩＡＤＬ）」といいます。 

 

ＡＤＬの判定については，代表的な評価法となる「バーセルインデックス（機能的

評価）」※6 による判定，ＩＡＤＬの判定については，高齢者の比較的高次の生活機能を

評価することができる「老研式活動能力指標」※7 による判定を用いています。 

※６ バーセルインデックス 

食事，排泄，更衣，整容，入浴などＡＤＬの10項目について，自立している場合

に配点（5点から15点）を行うことで点数化するものです。完全自立なら100点，す

べて介助なら0点となります。 

※７ 老研式活動能力指標 

社会的生活機能を測る指標で，「バスや電車で一人で外出しているか」，「友人の家

を訪ねているか」など13の質問項目により構成されています。その内容は，(1)活動

的な日常生活をおくるための動作能力（ＩＡＤＬ），(2)余暇や造作などの積極的な

知的活動能力，(3)地域で社会的な役割を果たす能力の3つとなっています。 

 

３）社会参加の評価について 

余暇や創作など生活を楽しむ能力（知的能動性）や，地域で社会的な役割を果たす能

力（社会的役割）が低下している人の状況を把握します。 

手段的日常生活動作（ＩＡＤＬ）の評価判定で用いた「老研式活動能力指標」では，

ＩＡＤＬのほか，知的能動性，社会的役割といった評価を測ることができます。 

「老研式活動能力指標」の知的能動性，社会的役割に関する調査項目により，社会参

加の評価を行うことができます。 
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● リスク評価の概要 

評価項目 内容 

生
活
機
能
 

運動器 問 3Ｑ1～3，問 4Ｑ1～2 までの 5 項目のうち 3 項目に該当すれば

リスクあり 

介
護

予
防

事
業

の
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
基

づ

い
た
リ
ス
ク
評
価
 

閉じこもり予防 問 3Ｑ5に該当すればリスクあり 

栄養 問 5Ｑ1～2の 2項目すべてに該当すればリスクあり 

※問 5Ｑ2は，身長・体重から BMI が 18.5 未満であれば該当 

口腔 問 5Ｑ3～5 までの 3 項目のうち 2 項目以上に該当すればリスクあ

り 

認知症予防 問 6Ｑ1～3の 3項目のいずれかに該当すればリスクあり 

うつ予防 問 9Ｑ7(1)～(5)の 5項目のうち2項目以上該当すればリスクあり 

虚弱 運動器，閉じこもり予防，栄養，口腔，認知症予防の質問項目の

20項目中，10項目が該当すればリスクあり 

二次予防事業 

対象者 

運動器，栄養，口腔，虚弱に関する項目のうち，いずれかのリス

ク該当者であれば対象 

転倒 簡易式の転倒チェックシート（杏林大学鳥羽研二教授により開発）に準

じた問4Ｑ1，問4Ｑ3～5，問9Ｑ3より評価。転倒経験に5点，その他に2点

を配点した13点満点評価。ここでは6点以上をリスク該当者としている。

認知機能障害 認知機能の障害程度の指標として有用されるＣＰＳ（Cognitive 

Performance Scale）に準じた問6Ｑ4～6，問7Ｑ7より評価。 

ＣＰＳの算定方法により，0 レベル：障害なし，1レベル：境界的，2レ

ベル：軽度の障害，3レベル：中度等の障害，4レベル：やや重度の障害，

5レベル：重度の障害，6レベル：最重度の障害と評価される。 

ここでは1レベル以上の障害程度と評価される人をリスク該当者として

いる。 

日
常
生
活
 

手段的自立度 

（ＩＡＤＬ） 

活動的な日常生活をおくるための動作の能力を示す手段的自立度（ＩＡ

ＤＬ）についての評価（老研式活動能力指標に準じた問7Ｑ1～2,4～6よ

り評価） 

日常生活動作 

（ＡＤＬ） 

高齢者の日常生活動作（ＡＤＬ）についての評価（問7Ｑ6～17より評価）
社
会
参
加
 

知的能動性 余暇や創作など生活を楽しむ能力についての評価（老研式活動能力指標

に準じた問8Ｑ1～4より評価） 

社会的役割 地域で社会的な役割をはたす能力について評価（老研式活動能力指標に

準じた問8Ｑ5～8より評価） 
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